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Humαn Cityぐ蒙ると

Human City <朗と

産　業

本市は九州の中央に位置する地方中核

都市として、第-1一次、第二次、第三次産

業が一体となった地域密着型の経済構造

により発展をつづけています0

73万都市圏を背景とした都市近郊型農

業や有明海を中心とする内水面漁業、出

版・印刷・食品工業などの都市型工業や

性界でも有数のI C工場、そして消費型

都市として卸・小売業やサービス業など

の高い集積によって安定的な成長水準を

維持しています。

近年、内需型経済-の移行や経済のソ

フト化・サービス化が進展する中で、本

市経済は高速道路の整備・熊本港の建設、

熊本空港の国際化など陸・海・空の交通

網の充実やテクノポリス、ニューメディ

アコミュニティ、テレトピア構想の推進

によって、流通拠点機能の拡充や高度情

報化都市への対応を図りつつあります。

このような状況を背景に、本市は来た

るべき21世紀に向けて"活力と人間味あ

ふれるヒューマンシティ,tの実現を日指

して、「新たな生活産業の育成」、 「拠点性昭和
の強化」、「地場リーディング産業の育成」 40年

という3つの基本方向を柱として、地域

経済の活性化に取り組んでいます。　45年

中小企業

本市の中小企業は、全事業所の約99% 50年

を占めています。また、そこで働く従業

者数は全従業者数の約81% (昭和61牛車55年
某所統計)を占めるなど産業活動に重要

な役割を果しています。

そこで、この中小企業の振興を強力に

推進し地域経済活性化の原動力とするた

めに昭和62年4月、中小企業局を設置し、

中小企業振興施策の基本方針となる中小

企業振興ビジョンを策定しました。

この振興ビジョンによる施策の柱は①

中小企業の経営力弓削ヒ、 ②地場リーディ

ング産業の振興、 ③産業基盤の整備、 ④

中小企業における人材の確保及び育成、

⑤資金調達の円滑化、からなっています。

今後はこの5つの振興施策に治って各種

事業を稗極的に展開しますU

10

(注)現市城組替

熊本市の産業構造(民営)

(昭和61年)

事業所教徒菜者数

サービス業 233 ,924人
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流通情報会館

Human Cityぐまもと

商　業

性化が

卸売業で児全体の年間

6%,小売業で44.6%を占め

に発展しています。特に、

人口は100万人をこえる等、

基盤産業といえるものです。

魅力ある商店街づくり

本市の商店街は130以上を数え、小売

業・サービス業が集積する市民の生活拠

HTとして重要な役割を果たしています。

そこで本市では、魅力ある商店街づく

りを促進・支援するため、街づくりプラ

ン策定や中小企業癌輿助成条例・商店街

共同施設助成金交付要綱に基き、商店街

が行う道路環境整備、アーケード、街路

灯建設などの共同施設設置事業に対する

助成を積極的に行っています。

平成元年度は、共同施設の中で街路灯

建設が最も件数が多く、市民からt,明る

い街づくり・都市景観向上の要請も強い

ことから、平成2年1月に助成率を従来

の対象t事賓の20%以内から30%以内に

引きLげ、助成制度の拡充を図りました。

平成元年度の主な実績は次のとおりで

-J o

街づくりプラン策定:水前寺成遊園周辺

地区

共同施設設置助成: 7件

(うち

街路灯建設6件

カラー舗装1件

食の魅力強化

本市を訪れる人にとって飲食は大きな

魅力となっており、都市の資源といえる

ものですQ　そこで、市制100周年を契機

として熊本の食を再発見し、魅力ある食

..メ-i :.叶.

文化を創造していくと共にそれを支える

飲食業界の活性化を図るため、平成元年

度は「くまもとグルメフェア」を実施し

ました。その中で、グルメ会議、自慢料

埋コンテスト、食空間フォーラム、うま

かもん察り(お客様謝恩セール)、グルメ

宴遊会等のイベントを開催し、熊本の食

の紹介と飲食業界の活性化に取り組みま

した。

平成2年度も引き続き飲食業界の魅力

強化・レベルアップを図っていくため、

イベントの開催や振興発展の指針となる

ガイドブックの作成を予定しています。

卸売業の振興と情報化・人材育成の

支援強化

流通拠点機能の拡充を図るため取り組

んできました熊本流通団地がほぼ完成し、

オークス通り

現在約90社が入居・営業を開始していま

すO

この団地内には地場企業のための研修

室・会議室、展示場を備えた熊本市流通

情報会館が平成元年4月にオープンし、

人材育成や情掲化の拠点になることが期

待されていますO

ここでは、各種セミナー、企業内研修

や経営相談・指導を実施しており、企業

経営の近代化・合理化を支援していますO

また、この会館には白.民共同出資で設立

された第3セクターである㈱熊本流通情

報センターも入居し、広域流通ネットワ

ーク構築、商店街POSシステム構築な

ど地場企業の情報力を強化するため、積

極的な支援を行っています。

卸・小売の商店数と年間商品販売額
(飲食店を除く)

小 売 店 数 / ▲ ＼L＼ ( 1 6 , 2 5 7 )

L l l t }
一l . I 一 一一一 P 、 一 (7 ,7 3 2 )

′ 卸 売 販 売 w .

一.
一′

r . I 一一 ( 6 , 5 2 8 )

一 ′.卸 売 店 数 . P′バ イ ト 、 ∵

> -、ぺ 二 .J / 小 売 販 売 寄主 ＼ 、 一 一 五 5 2 7 )

昭和51年　　　54　　　　　57　　　　　60　　　　　63
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Human Cityくまもと

工 莱

技術革新による都市
本市の工業は食品工業を中心に出版・

印刷、金属製品等、都市生活関連型の上

業が多く、企業は20人以下の小規模企業

が大部分です。しかし、 a¥荷額は児全体

の22.9%を占めており、県内第1位とな

っていますO

企業活動は経済の発展と共に、従来の

枠組みを超えた活動に移行しているため、

農林水産業、流通・サービス業との連繋

を強化し、循環性を高めて、地域経済の

振興を図るために次の」二業振興施策を推

進しています。

経営力弓針ヒ

中小企業の多い本市では、経営上抱え

ている課題に対して、設備近代化及び企

業の組織化に督する助成、業界団体等の

支援、企業融合化の支援、研究企業及び

業界活性化、経営相談、診断指導等の各

事業を通して、進展する経済の変容に対

応出来る経営体勢の支援をしてし-ます。

市場開発の支援

本市企業の振興には、市場開発が重要

な課題になっていますD　このために先ず、

熊本地域の優れた製品を市民及び関係業

界に紹介、宣伝するため、地場産業振興

フェアの開催、地場製品カタログ作成、

物産振興、マーケテイング研究会等の事

業を行い、市場開発と開拓支援に努めて

います。また、第21回全国菓子大博覧会

へのI'll展に対しては、助成をしましたO

工業立地環境の整備

食品工業は第1次産業、第3次産業と

強い関わりを持ち、地域経済の活性化に

大きな影響を与えるため、モデル工業団

地づくりを目指して、修黄に十分配慮し

た生産、販売と遊ぶ場が一体となったも

のを構想に入れた、中小工業同地整備の

調査、研究を行っています。

rく、.∫

●製造業の業種別構成割合
異業種による工業団地
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安心しこ明るい生活ができる勤労者対策
雇牌福祉対策は、人材の確保・定着、

勤労者の技能・技術の向上、勤労者の福

利障生の充実などを主軸にキメ細かく事

業を推進しています。このほか「働きが

い・生きがい」の創造など生涯教育の質

の充実にも努力しています。

人材の確保・定着

若年労働力の確保には、官民一体の雇

用対策協議会、民間の熊本産業開発求人

対策協議会などの強化を進めています。

また、中高年齢者・パートタイマー対

策としては、高年齢者職業相談室の開設、

中高年齢労働者福祉センターでは職業相

談、職業情報の提供などを行っています。

,
I

-

~

1

Human Cityくまもと

雇　用
福祉

28

技能・技術の向上

21世紀に向かって本市産業の発展を担

う人材を育成するため、本市にある熊本

市職業訓練センター、熊本事業内高等職

業訓練校などの各種訓練施設では、勤労

者の研修、技能訓練を行うほか、再就職

を容易にするための職業訓練やOA機器

講座を開設しています。

福利厚生の充実

施設では、勤労青少年ホーム、勤労

婦人センター、中高年齢労働者福祉セン

ター、熊本勤労総合福祉センターがあり、

健康保持増強、教養文化の向上などに利

用され、明日の仕事の活力を養うため、

年間40万人の勤労者が訪れていますo

制度では、中小企業勤労者福祉共済が

あり、現在808企業、 12,538名が加入し、

余暇を利用したバスツアー、結婚祝金、

傷病見舞金の給付など各種事業を行って

用xxn

このほか退職金制度を普及するための

中小企業退職金共済制度掛金助成や、熊

本県勤労者信用基金協会の信用保証に対

する支援なども行っています。

職業訓練センターパソコン教室
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Human C軸1まあと

農　林
水産業

高生産性の確立で.自
都市農業・漁業の振興

本市の農林水産業は、北西部の中山間

樹園地地帯、西南部の*ffl地帯、東部の

畑地帯からなr上　野莱・米をはじめ畜産

・花き・果樹など豊富な基幹作目を有し

た農業と有明海沿岸におけるノリ・魚介

類の海水面漁業、更にウナギ・観貨魚等

内水面漁業の水産業からなっています。

いずれも、立地的優位性、地域性を活

かした特色ある経営が行われていますO

しかしながら、農業は近年の厳しい諸

情勢に加え、都市化の影響を強く受け、

農地、農家戸数、基幹労働力の総体的な

減少など都市農業特有の多くの問題を抱

えています。

水産業は、依然気象、海況の影響を大

きく受け、.就労者の高齢化、価格の低迷

など厳しい環境におかれています。

このような中で、都市農業の振興を図

り、新たな時代-の要請に応えるため、

都市農業懇談会の設置、都市農業技術セ

ンター建設構想、先端技術の導入、 -イ

テク農業の育成、農産加工の振興等を推

進しています。

また、中国・桂林市での熊本市農業技

術展覧会を契機とした本市独自の転作作

物としての「水いも」の農作物交流栽培

試験など、各種の事業を積極的に取り組

み、都市農業の特性を活かした豊かで活

力ある農林水産業の振興を図っています。
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Human City <まもと

観　光

柑

r水と緑と歴史のまちuくまもと街づくり
九州の中央、東に「阿蘇くじゅう」、西

に「雲仙天草」の二大国立公園を望む位

置にある本市は、九州国際観光ルートの

要衝として、国際色豊かな魅力ある都市

へと変貌しつつあり、昭和61年3月には

「匡目撃観光モデル地区」、さらに昭和63年

12月には「国際コンベンションシティ」

に指定されています。

(豊かな観光資源)

行の誘致のほか、アジア諸国からも誘致促

進を図るなど、国際コンベンションシテ

ィとしての地位も向上しつつあり、毎年

全国各地や外国から530万人内外の観光

客が訪れています。

B

80000

参'oooo
加

「水と緑と史跡のまち」といわれ、恵ま　人60000
貝　30000

0000

30000

20000

10000

0

●コンベンション件数・参加人員
80.170 S3,554

●釆熊観光客数(昭和63年)

れた自然と城丁町としての歴史をもつな

ど数多くの観光資源を有する本市には、

日本三名城のひとつである熊本城をはじ

め、清例な地下水の湧く天下の名園「水

前寺成就園」、細川ガラシャの眠る「立田

自然公園」、そして夏目沸石、小泉八雲、

森鶴外、徳富蘇峰、産花など明治の文豪の

文学遺跡など、歴史的・文学的観光資源

が数多く残されていますo

また、剣聖宮本武蔵が兵法五輪の書を

著した「霊巌洞(五百薙漠)」や淑石の小

説「草枕」にゆかりのある西山地区一帯

の自然を活かした、新たな観光開発も進

めています。

(都市型観光への転換)

観光意識や観光形態の変化に対して、

本市では、豊かな観光資源を生かしなが

ら、利便性、快適性、さらに都市景観を

含めた都市自体を観光の魅力とする都市

型観光への転換を酎旨しつつありますo

このため具体的には熊本城を中心とした

シンボルゾーンや長塀通りの整備をはじ

め景観にあった電停表示塔や案内板を設

置しています。さらには百周年を機に字

・¥蝣'蝣'蝣!　　Lli上し　- 111.!:・i.:「 '・:,'l

公開や、城内をきめこまかく案内するレ

ディースガイドの導入等、都市の魅力の

向上と、ふれあいのある、心に残る観光

地づくりを目指していますO

(コンベンションの振興)

このような豊かな観光資源と都市型観

光を活かして、各種大会、会議、修学旅
界
隈
案
内
板

58　　　59　　　fiO　　　　　　　　62　　　63
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駕鋤包まつlJ
ーくまもとの夏の暑さを吹き飛ばせ-0"

8月11日から13日までの3日間、真夏

に燃える肥後っ子たちの熱気と興奮で包

まれた第12匝帽の「火の回まつり」は、

特に市制100周年という大きな節目を迎

え、例年にもまして国際色豊かなまつり

となりました。

初日は、まつりのシンボルとして燃え

続ける　や希望の火''を若人の手でI)レ-

する「希望の火リレー」で始まり、子供

みこしや音楽パレード、郷土芸能の祭典、

熊本城二の丸広場でのオープニングセレ

モニーなど、まつり気分を一気に盛り上

男HSl

バのリズムが、街中に響きわたり、 2万

6千人の踊り手に加えて、観光客などの

飛び込み連も大にぎわいで、まつりは最

高潮に達します。

まつりのフィナーレは.下i工津湖と藤

崎台球場の「花火大会」。夏の夜空に広

がる花火の、光と音の蚕宴で締めくくi)



多種多彩な国際交流推進へのくまもとの対応
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Human C軸ぐ鼻もと

国　際

国際交流を重点施策のひとつとして掲

げる本市は、友好姉妹都市交流を始め、

ホームビジット・ホームステイや通訳等

民間活力を導入し、国際社会に即応した

都市づくりを推進しています。市制百周

年を迎えた平成元年度は、特に友好姉妹

都11はり郵義市艮(桂林市)、ライラ・カ

ックレル市長(サンアントニオ市)、ライ

ンホルト・ツンテソレ市長(-イデルベル

ク市)を始めとする代表団並びに芸能団

の参加の下、歴史都市サミット、国際交

流の夕べ、市民交流会等が開催され、各

界各層に亘る国際交流の推進が行われま

した。

来年度は歴史都市サミットの共同宣言

に基づく水資源に関する国際会議の開催

や、総合婦人会館落成式にあわせて婦人

交流団を迎えるなど、これまでの交流の

実績を踏まえて一層の国際化をめざすこ

とにしています。

中国・桂林市

郎絹口54年10月友好都市締結以来、活発

な交流が続く桂林市からは、平成元年

に珍獣「金銅梶」が熊本動物園に来園し、

公開されましたが県内外から大変な人気

を集めました。来年は熊本館の建設等多

様な交流事業が予定されています。

米国・サンアントニオ市

昭和62年12月姉妹都市締結以来、友好

の輪が広がる中、平成元年には青少年の

相互交流、熊本展の開催、熊本市民友好

の翼の派遣等が実施され、両市民の相互

理解と友情を深めましたO　来年は更に大

学牛、高校生の相互交流、少年スポーツ

交流団の派遣等、交流の輪が大きく展開

されます。

西独・ハイデルベルク市

来年開催される水資源に関する国際会

議には、同市からの参加も予定されるな

ど、両市の友好関係を更に深めていくこ

とにしています。
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裁iman  City ぐまもと

女性の
地位の
向　上

女性の社会参加と地位向上
女性施策の推進

家庭、地域、社会などあらゆる分野で、

弉丿生も女性 も共に参加、参肉し、責任を

担い合う市民社会の発展のため、女性が

乍きいきと力を発揮できる市民社仝のあ

リ方について検討してきた「熊本111女性

問題懇話仝」では、本市がとるべき女性

に関する施策の基本的な 考え方とその方

向を示す「21世紀男女共同参加社会をめ

ざして」と題する提言を平成２年 ］月に

行いました。

この提言を受けて、本市では努女共同

参加社会の形成という視点から､「くまも

と女性プ ラン」（仮称）つ くりを進め、市

の施策令体に反映する女性のための施策

を総合的、計画的に推進するこ とにして

います。

（

総合婦人会館・カルチャーセンター

女性が自由に交流し、その個性と能力

を発揮できる総合的な会館と、自由に学

習や交歓ができ、I I｣'民文化の創造と発展

をめざすカルチャーセンターの:lつの機

能を持つこの施設は、黒髪３丁目に平成

２年 幻｣ に開館します。

会館の中にはよ 音楽ホール、多目的ホ

ール、会議室リハーサル室、スタジオ、

料理実習と交流の部屋／|青報資料室、交

流室などがあります。 そして、次のよう

な事業を実施することにしていますO

①女性問題や能力開発に関する講座等の

開催。

②図書・資料やビデオ等による情報提供。

③女性をとりまく諸問題の相談。

①コンサート、発表会、作品展等の開催。

ねJｉl
36 消費生活相談

⑤活動を支援する交流室の提供と各部屋

の貸出し。

消費者行政

消費者問題は経済社 会の変化と共に多

捺化し、商品、サービス、安全性、契約 、

販売と複雑、多岐にわたっています。市

民の牛活かより安全に、より豊かなるた

め、次のような消費者行政を推進してい

ます。

①消費生活に関する各種セミナーの開催。

②移動講座の開催。

③生活関連物資価格調査及びその公表。

④消費者団体の育成。

⑤消費者センターの充実。

・消費者センターでは消費生活相談員が

相談・苦情など、問題解決にあたって

います。

(支援します…自主グループ)

身
』
長

社

６

５

４

３

２

０

老後の生活の安定と、生きがし
日本人の平均寿命は戦後大幅に延

齢化か進む中で、老後の生活　al

と健康で過ごすことが、国秡､ｓ。

変重要な課題となってきま　 ｓ。

本市では、豊かで活力あ 。Ｍ ｉ

くりをめざして、高齢者のylｔﾝi ｀

康、介護などについて次のぷ　・

捕 を図っています、|

健康な高齢者の方がたの乍 偏 と

のためには、スポーツ大会や倪塑

催、各種講座の開講。老人特別
煦

交付、老人クラブの育成などの
愬

ずるほかよ働く意欲のある高齢11

就労の機会を提供するためシル

１

センターの活用を盛んに行ってい

一方、在宅の寝たきりやひとり

の高齢者に対しては、健康保持や

確認などに、家庭奉仕員や移動I'･x-|･ 』･s･ζFI-I 一 丶　yjlf7 丶-'I･J I 一皿丿冫'･4 丶･ 匚゛ μ'｡'JII亅･ll･ 二j"･1ふ:r４ど　.I

派 遣

、

老 人 福 祉 電 話 の 貸 与

、
老 人 ホ

几 や ゛ ゛

を 利 用 し た 短 期 保 護 や デ イ サ ー ビ ス

、 、

ホ

ー ム ヶ ア な ど を 行 っ て い ま す
。

ま た

、

ぶ
｀

庭での生活が困難な方のためには、老カ

ホームへの入所のお|坎話をしています｡

１

この他、地域には高齢者のふれあいや

生きがいづくりの場所として、 老人福祉

センター （５ヶ所）、 老人憩の家 （87 ヶ

所j）、生きがい作業所（８ヶ所）がありま

すし、「長寿 社会対策研究会」を設置し、

長寿社会のあり方についても研究、討議

を重ねています。

●老 年 人 口(65 歳 以 上) の 推 移

注) 人口は､国勢調査による.61年は推計人口

総人口に対する比率　　...-́

昭 和40 年　45 50 55 60　　63
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白坪生きかい作業所　 ‾‾゙　　　　1

.、
［E］　　 東髻 福祉セシタ气

|
南老人福祉セシタ‾

東

冫1

きヵ・い44 所
（E）　 国　　　 ．-～･

口 幸田生き加 作ヽ業所
／-･

y

南部生き加 作ヽ業所
し` グ

園芸講座
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障害者が安心しこ暮らせる施設の整備
障害者の状況(昭和6:3年度
打馴 j 年齢 1 8歳 末 柄 18歳 以 上 計

柁 ・is- 柿 4 3 2 , 3 1 6 2 ,3 5 9

聴 覚 又 は 平 衡 権 能 障 害 1 0 9 1 , 9 4 1 2 ,0 5 0

音 声 一 言 語 機 能 障 害 I 1 6 7 t v-h

肢 体 不 自 由 30 4 8 , 7 0 6 9 ,0 1 0

内 部 障 害 1 5 1 2 , 1 5 8 2 .3 0 9

計 し>0 8 1 5 ▼2 8 8 1 5 ー8 9 6

心身障害者福祉

希望に満ちた社会生活をおくってもら

うため、心身障害者福祉では福祉サービ

スの充実施化を図るとともに、在宅福祉

サービスの新しい展開に努めていますo

また、明るく楽しい福祉都市を実現する

ために「障害者福祉長期計画」を策定し、

その実現に向けて事業を推進しています。

身体障害者福祉

1.在宅福祉サービス

(1)障害者の日常生活援助のために、

補装具、日常生活用具給付等事業を

実施するとともに、家庭奉仕員の派

遣、入浴サービス事業等をI-層拡充

しています。

(2)障害者の社会参加を促進するため

に、盲人ガイドヘルパー派遣、手話

奉仕員派遣、自動車運転免許取得教

習事業等の各事業を行うとともに、

福祉センター「希望荘」において、

障害者デイ・サービス事業を実施し

ています。

くまt.と雷L lすロードレ-ス

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン

(3)その他、障害者住宅整備資金貸付事

業、特別回数券の交付、特別障害者

手当等の給付、更生医療給付の事業

等を実施しています。

2.施設福祉サービス

社会的更生を図るために、さまざまの

指導・訓練が必要である障害者に対して

は、身体障害者更生援護施設等-の措置

を行っています。

精神薄弱者福祉

精神薄弱児(者)の多様なニーズに対

応するために、福祉相談室を設置し、精

神薄弱児(者)の検診および生活指導等

を行っています。

在宅障害者に対する福祉サービスは、

家庭奉仕員の派遣、特別障害者手当等の

給付、特別児童扶養手当の支給、重度心

身障害児(者)の医療費助成のほか、特

別回数券の交付、優待証の交付等を行っ

ています。

精神薄弱者が在宅での生活を基本とし

ながら専門的訓練等をうけることができ

るように、精神薄弱者通所更生施設「は

なぞの学苑」を運営するとともに、新た

に小島下町に、定員60名の精神薄弱者適

所更生施設を建設し生活指導・訓練体制

を一層強化しているところです。

さらに、短期的に保護または訓練等が必

要な在宅障害者に対しては、短期宿泊訓

練施設を併設し、在宅生活がより可能と

なる事業を行いますO

また、その他の精神薄弱者援護施設へ

の措置を行うことにより、精神薄弱者の

社会的更生を図っています。

その他障害者住宅整備資金貸付事業、

福祉センター「希望荘」の運営、心身障

害者体育大会等を実施しています。

南部児童館

i*J!二rig

物心両面によるこどもたちへのきめ細かな施策
m童mョ

21t摘己を担うすべての児童が明るく健

やかに成長することを願い、児童福祉施

設などの充実に努めています。

保育所

仕事、出産、病気等で子供の口々の保

育が充分にできない保護者のために、110

ヵ所の保育所がありますO　ここでは、集

団生活、遊びなどを通して、心身共に健

やかな子供に育つよう保育内容の充実に

努めています。このほか,障害児保育、

長時間保育、乳児保育などにも力を入れ

ています。

母子寮

母子家庭の保護と経済自立のために、

2ヵ所の施設がありますが、ここでは家

庭環境をよくし、子供たちの健やかな成

長のための指導援助を行っています。

助産施設

経済Ill'JJl川1蝣c- a,r;mw章I'illi:"i kf.1-T-'・':!*

のために、軽い負担で利用できる熊本産

院があります。この産院では、母親とそ

の子供の健康と安全管埋に努めています。

児童館

各市民センターの中には児童館が併設さ

れ、 rl]'内に8ヵ所あります。ここでは、

集団で遊ぶ機会が少なくなった子供たち

のために遊び場を設け、遊びのなかから

集団年活のルールや楽しさを教えていま

す。

母子家庭

母子及び寡婦福祉法の理念に基づき、

母」'一家庭及び~宜枇「 ')-蝣;<上r¥左　I"].上/.と

び福祉の増進を図ることを目的として.

児童扶養手当の支給、母子家庭に対する

医療賓の助成などの施策を実施していま

す。

母子福祉センター

母子家庭及び寡婦の福祉の向上を図る

ため、相と子のふれあい事業、各種の相

談、技能修得講座、教養講座、児童学習

会等が実施されています。

ケーキ作り(母子福祉センター)
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相互扶助による市民の生活の安定

^'確

Human City <劫と

社会
保障

生活保護

生活保護制度は、生活凶窮者に最低限

度の生活を保障するだけでなく、併せて

自立の支援をすることを主な目的として

5ESP

昭和63年度の生活保護HC帯の状況は、

受給壮者が5,823世帯、人員が9,620人と

なっており、昨年度より減少していますO

受給ui-昔の状況では、傷病障害が2,503

世帯、高齢者が2,332世借、母子が664低

音と昨年に比べ順位は変りませんが、高

齢者は毎年ふえて来ています。また、種

類別では、医療扶助が最も多く、地区別

では中央部が最も高くなっていますが、

周辺部では母子世帯、傷病世帯の占める

割合が高くなっていますO

近年、社会情勢の変化が市民生活に反

映して、様ざまな問題を生じさせていま

すが、福祉事務所では、生活保護者の方

かたの問題について、原因や環境を調査

し理解することによって、必要に応じた

積極的で適正な援助に、全力をあげるよ

う努めていますO

(世帯)

7,000

6,500

6,000

5,500

5,000
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国民年金

日本は世界に例のない速さで高齢化社

会を迎えており、私達の老後の生活を保

障する公的年金は、このため大変重要な

役割を果たすようになってきています。

国民年金制度は、昭和34年に発足して

以来、物価スライド制の導入など、制度

の改善や充実を図りつつ、今日の制度へ

発展して来ましたが、特に昭和61年には

国民年金、厚生年金、共済年金に共通な

基礎年金制度が導入され、公平で長期的

な安定を目指す制度-と大きく変わりま
し-/蝣蝣.

年金受給総額は、昭和63年度が年間約

164億円になりましたO　内訳は老齢給付

の割合が最も高く、障害,遺族給付の順

となっています。

市では豊かな市民生活、特に老後生活

を保障するための基盤となる年金権を全

ての市民が確保できるよう、幅広い広報

活動を行うほか、職員、国民年金委員、

国民年金推進員による戸別訪問等も実施

し、制度の普及と保険料収納の強化に努

めています。

蝣ffi

ll,000

10,000

9,000

8,000

7,000

昭和59年度60　　61　　62　63

●年金受給者の種類

(昭和63年度)

福祉年金

22.6%

老　　齢 6,907人

障　　害 3,67)A

老　　齢

通算老齢

24,672人

栂,4',馴年金

77.4%
!蝣?　肯

そ　の他

会　　　　　計 46,767人
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国民健康保険

地域の医療保険として31年目を迎えた

国民健康保険は、市民の健康保持と増進

に大きな役割を果してきました。

現在の加入者は176,508人(平成元年

3月末)で、加入率は人口の約30%にな

りますが、加入者の多くは農業、自営業、

年金受給者の方かたです。

高齢化の進展、医療技術の高度化など

による医療費の増加は、国保財政の悪化

につながっていますが、本市も例外でな

く厳しい運営を続けています。しかし、

ここ3年間は赤字の減少をみていますも

のの、市財政からの援助がなければ運営

の出来ないのが現状です。

健全な国民健康保険の運営には、医療

-ち  ill! "I.　J蝣:¥¥∴.tJ'] h! I L*サ'a' :

す。このため、制度の仕組みを理解して

もらう各種PRを強化していますし、徴

収嘱託員の導入など国民健康保険制度の

安定した運営のため努力をしていますO

●国民健康保険の保険料と給付金推移
(被保険者1人当I))　　　〔

-.Iiiiiiiii


	（都市の活力）地域経済の活性化
	産業
	商業
	工業
	雇用福祉
	農林水産業
	観光

	（都市の変革）変革の時代への対応
	国際交流
	女性の地位の向上
	長寿社会
	心身障害者福祉
	児童・母子福祉
	社会保障




